
ズ
バ
リ
、
町
政
を
問
う
！

質
一
問
般

９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
の
施
策

等
に
つ
い
て
町
執
行
部
と
議
論
を
交
わ
し
た
。

　
議
員
報
酬
は
費
用
弁
償
で
、

出
席
実
費
だ
と
考
え
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
出
席
１
日
が
12
万
円

程
度
に
な
る
。
町
長
は
こ
れ
を

妥
当
と
思
う
か
。

Ｑ

　
自
分
の
名
前
が
達
筆
で
書
け

れ
ば
、
筆
の
ま
ち
熊
野
町
出
身

者
の
誇
れ
る
も
の
と
し
て
、
一

生
に
得
を
す
る
こ
と
が
あ
る
と

思
う
。
「
マ
イ
ネ
ー
ム
達
筆
運

動
」
を
興
し
て
は
ど
う
か
。

　
並
行
し
て
、
サ
イ
ン
専
用
の

製
品
も
開
発
し
て
は
ど
う
か
。

Ｑ

Ａ

Ａ

南田議員

福垣内議員

　
議
員
報
酬
額
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
性
格
は
役
務
の
対
価

と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
議
員
数

の
削
減
等
に
よ
り
経
費
の
抑
制

に
努
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た

び
は
議
員
報
酬
の
あ
り
方
も
論

議
い
た
だ
い
て
い
る
。
現
在
の

議
員
報
酬
は
、
本
年
４
月
現
在

の
広
島
市
を
除
く
県
内
22
市
町

の
平
均
支
給
額
月
額
33
万
８
千

円
に
比
べ
月
額
26
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、
近
隣
の
安
芸

郡
４
町
と
の
比
較
で
は
、
月
額

26
万
２
千
円
と
ほ
ぼ
平
均
の
支

出
と
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
春
分
の
日

を
筆
の
日
と
定
め
る
条
例
が
制
定

さ
れ
、
町
民
自
ら
が
書
筆
等
を
手

に
創
作
活
動
を
行
う
事
業
が
実
施

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
提
案
に
関
し
て
は
、
筆
を
身

近
な
も
の
と
し
て
考
え
る
良
い
機

会
で
あ
る
た
め
、
地
域
住
民
に
浸

透
し
た
実
効
性
の
高
い
取
り
組
み

と
な
る
よ
う
、
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
提
唱
し
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、
サ
イ
ン
専
用
の
製
品
開

発
に
つ
い
て
は
、
筆
事
業
協
同
組

合
等
の
関
係
団
体
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
協
議
を
し
た
い
と
考
え
る
。

　　　安芸郡４町の比較では
平均の支出と認識（立花総務部長）

　　　関係団体等との連携を深めながら
提唱して参りたい（三村町長）

　　議員報酬について

　　「マイネーム達筆運動」の提唱

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

総 務 部 門

　
出
来
庭
地
区
に
オ
ー
プ

ン
し
て
い
る
、
筆
の
街
交

流
館
Ｋ
―
Ｊ
Ｉ
Ｎ
の
開
館

の
目
的
と
経
営
状
況
、
予

算
、
今
後
の
事
業
計
画
は
。

　
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
皇
帝
ハ
イ
ツ
も
で

き
る
な
ら
従
来
の
バ
ス
停

よ
り
上
方
面
も
盛
り
込
み
、

住
民
生
活
の
よ
り
良
い
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
欲

し
い
。

　
防
犯
灯
、
道
路
照
明

の
設
置
場
所
は
適
正
で
あ

る
か
。
事
故
防
止
の
た
め
、

調
査
を
行
い
対
処
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

山吹議員

藤本議員

藤本議員

　
出
来
庭
地
区
（
町
内

の
筆
関
連
事
業
所
の
約
３

分
の
１
が
集
中
）
に
あ
る

元
筆
づ
く
り
工
場
を
地
域

住
民
と
協
力
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
協
働
と
交
流
事
業

の
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
。

　
産
業
観
光
の
事
業
所

紹
介
、
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

化
粧
筆
づ
く
り
体
験
、
特

産
品
の
販
売
を
行
っ
て
お

り
、
９
月
の
開
館
か
ら
11

月
末
現
在
で
１
５
９
７
名

の
来
館
者
が
あ
る
。

　
予
算
は
、
県
雇
用
創

出
基
金
を
活
用
し
、
町

が
定
住
交
流
推
進
懇
談

会
に
業
務
委
託
。
契
約

額
は
９
７
１
万
２
５
０
０

円
。

　
今
後
は
施
設
利
用
の
促

進
を
図
る
た
め
、
筆
の
里

工
房
や
郷
土
館
な
ど
と
の

連
携
を
深
め
、
産
業
観
光

の
推
進
等
に
努
め
た
い
。

　
現
在
、
既
存
バ
ス
路
線

の
存
続
、
タ
ク
シ
ー
事
業

者
の
経
営
圧
迫
の
回
避
を

前
提
に
、
買
い
物
や
公
共

施
設
の
利
用
な
ど
、
生
活

利
便
性
の
向
上
と
いっ
た
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
振
興
と
介
護
予

防
等
の
福
祉
施
策
の
両
面

か
ら
慎
重
に
協
議
を
重
ね
、

試
験
運
行
へ
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　
皇
帝
ハ
イ
ツ
へ
の
乗
り

入
れ
に
つ
い
て
は
、
広
電
バ

ス
撤
退
と
い
う
経
緯
も
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
、
皇
帝
ハ
イ
ツ
上
方
面

へ
は
、
他
の
団
地
と
の
兼

ね
合
い
も
あ
る
た
め
、
今

後
住
民
の
声
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
な
場
を
設
け
る
な

ど
し
て
、
ル
ー
ト
設
定
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
自

治
会
と
町
と
の
協
働
に
よ
り

設
置
及
び
維
持
管
理
を
行
っ

て
お
り
、
自
治
会
か
ら
の
新

設
の
要
望
に
は
地
域
活
性
化

交
付
金
な
ど
を
利
用
し
て
積

極
的
に
補
助
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　
道
路
照
明
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
県
道
、
熊
野
団
地

内
の
道
路
な
ど
主
要
道
路
は
、

道
路
構
造
令
に
基
づ
き
設
置

し
て
お
り
、
そ
の
他
の
町
道

で
は
通
学
路
及
び
交
差
点
や

急
カ
ー
ブ
箇
所
に
設
置
し
て

い
る
が
未
設
置
箇
所
も
少
な

く
な
い
。
今
ま
で
は
、
地
元

要
望
か
ら
現
地
調
査
を
行
い
、

緊
急
度
に
よ
り
設
置
し
て
き

た
が
、
今
後
は
通
学
路
、
夕

刻
に
歩
行
者
の
多
い
道
路
を

中
心
に
調
査
し
、
年
度
別
事

業
計
画
を
策
定
の
上
、
予
算

の
範
囲
内
で
計
画
的
に
事
業

を
実
施
し
て
い
く
。

　　　まちづくり協働と
交流事業の拠点として整備（石井地域振興課長）

　　　試験運行へ向けて準備を進めている（木谷副町長）

　　筆の街交流館
　　　　K－JINについて

　　町内コミュニティ輸送について

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

　　　防犯灯は交付金などを利用して積極的に補助を行っていく
　　　　　道路照明は年度計画により事業を実施していく（木谷副町長）

　　町民の安全について（防犯灯などの設置場所）

Ａ

Ｑ

出来庭地区にある筆の街交流館K－ JIN


